
 

 

 

 

視覚的な支援のために 
７月２４日の職員作業。本来の予定にはなかった体育関係の片付け・整理整頓にまで手を貸して

いただき本当にありがとうございました。毎年、夏休み中の備品点検・備品整備で「体育用具室の片

付けをしよう」とは思っていたのですが、量と重さに圧倒されるとともに私自身の性質上片付けが

実現せずにいたのでした。しかし、おかげさまで体育用具室にスペースが生まれ、歩けるようにな

ったとともに用具が取りやすくなりました。 

私が勉強になったのはその後です。いつもそうなのですが、本校の研究主任は何かが終わるとす

ぐに写真を撮るのです。 

「伊藤先生。写真撮ったから、好きな大きさにして使って。」 

そこには、体育用具室内の片づけられた棚の写真がありました。片づけられる人って、こういった

工夫をしているのですね。これも立派な「ICT 活用」に当たるのだと思います。体育主任がきれいな

体育用具室を保てるように支援をしていただきありがとうございます。私の学級にも片付けるのが

苦手な児童が数名いるので、必要に応じて支援する際にも使えるものだと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 でも、考えてみると年度初めからこういった使い方をしていたような気がします。そう、新入生

やその保護者に「下校班のシールの貼り方」や「ロッカーの荷物の置き方」を提示する時に毎年や

っていました。そうすることで一気に多数の人に伝えることができるし、実際のものが写されてい

るので、見比べながら何度も立ち返って考えることができます。 

 今回改めて感じた「視覚的な配慮」でした。知っていることと出来ることは別（先日の特別支援の

研修でも話になっていましたが…）なので、自分に生かせるかは少し猶予をいただきそうですが、

子ども達が少しでもよく生きていけるような支援としては生かしていきたいと思ったところです。 
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